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皮 (cp) で前進する進行波に漸近する (図3a参照)･つまり,分断帯と平行に進む進
行波は次の関係を満足している.
n(x,y,t)=u(x,I)=u(x+ll+l2,I) (Z=y-C,i),
u(x,I)う O aszぅ -,
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図3a.分断帯と平行に進む進行波.b.分断帯と平行に進む速度 cpminの d,l2依存性
(実線).点線は分断帯を横断する速度cTmin.e=-0.5,l=1.
以上,生物の生息環境が帯状に分断された場合の侵入過程についてみてきたが,堤
境を縦横十字状に分断された場合についても同様の考察を行うことができる.それら
に基づいて,1)生物の絶滅を回避するためには,好適なパッチを最低限どのぐらい
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残さなければないか,2)好適な環境を決められた一定の面積だけ残すのなら,小さ
く細分するのと大きくかためて残すのとではどちらが個体群の存続に有利であろうか,
といった問題を議論する.
なお,上記の研究結果は,川崎唐音 (同志社大),北山真智子,高須夫悟 (奈良女)
との共同研究によるものである.
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